
思春期・青年期心のケア推進事業Ⅲ～実施報告及び今後の取り組みについて～ 
永石朗子 又木真由美 木添茂子 有木昌子 

                         塩満ちほ 山田 隆司 ＊平原智美 
                         （日南保健所 ＊高千穂保健所） 
要旨 
平成１６年度から地域での思春期・青年期の心の健康に関する相談支援体制を確立することを目的に

事業を実施した。今回の取り組みで、保健所の相談支援体制の整備、関係機関との連携の足がかりがで

きた。取り組みを通して地域での課題がみえてきたので、今後更に継続した取り組みが必要である。 
 

 
Ⅰ はじめに 
 平成１６年度から２年間、思春期・青年期の心

の健康に関する相談支援体制を構築することを

目的に事業を実施したので報告する。 
キーワード：ひきこもり当事者の会、引きこもり保護者教室 

Ⅱ 事業内容 
年度 事業名 

16 17 18 
実態調査及び予防的介入 ● ● － 
支援体制づくり関係機関連携

強化（連絡会・研修会） 
● ● ○ 

思春期青年期心のケア教室 
（ひきこもり当事者の会） 

－ ● ○ 

思春期青年期保護者教室 
（ひきこもり保護者教室） 

● ● ○ 

普及啓発 － ● ○ 
思春期青年期心の健康支援ハ

ンドブック作成 
－ ● － 

● 実施済み ○継続実施予定 
 

Ⅲ 事業結果及び考察 
 １ 実態調査及び中学校での予防的介入の 

試み 
宮崎大学と協力して、中学校におけるアン

ケート及び予防的介入として中学校で「ここ

ろの健康の授業」を行うことができた。 
   最終的な結果については分析中である。 

予防的介入の試みは教育の現場でも必要

と感じているという声を多く聞いた。しかし、

実際に行うためには、学校での心の健康につ

いての予防的介入の取り組みは、まだまだ実

績が少なく、学校教諭の理解や授業時間の確

保など多くの課題をクリアしないと実施は

困難であることがわかった。 
「こころの健康」の授業を受けた子供たち

の感想からは、『上手な断り方』『リラック

ス：腹式呼吸の方法』『上手な頼み方』の授

業が好評であった。 
今後、学校の授業の中にどのように取り入

れてもらえるか、いかに継続していくかが課

題である。 
 

 ２ 支援体制づくり・関係機関連携強化 
関係機関を対象に研修会と連絡会を２回

開催した。 
思春期・青年期のこころの健康について、

中学・高校では情報交換の場を求めているこ

とがわかった。また会を継続して実施して欲

しいとの声が聞かれた。 
結果、件数は少ないが学校から相談が来る

ようになった。 
今後は保健所が継続して連絡会を実施す

ること、また学校に積極的に関わっていくこ

とが必要と考える。 
 
 ３ 思春期・青年期心のケア教室 

 内容 スタッフ 人数 

１ 教室準備 ０ 

２ １ 

３ １ 

４ ２ 

５ 

・個別面接 

・自己紹介ポスター作り 

・スポーツ 

・調理 

・ヨガ   など 

・臨床心理士 

・保健師 

３ 

 実施回数－５回 参加者数－実３名・延べ７名 

９ 



   
   社会的ひきこもり者の参加を想定して実

施したが、参加者は中学生の不登校者と高校

の不登校者であった。 
   不登校者は学校には行くことはできない

が、心のケア教室は楽しみに参加できた。参

加者はいずれもコミニケーション能力が低

く、スタッフが２名以上は必要であった。     
教室参加の必要性の判断をするために、ま

た個別に相談するために同時に臨床心理士

による個別相談を行ったが、最初は個別に対

応が必要なケースもあり有効であった。 
   今後は社会的ひきこもり者の掘り起こし

が課題。 
 
 ４ 思春期・青年期保護者教室 

 内容 スタッフ 人数 

１ 家族教室とは 
ひきこもりとは 

２ 

２ コミニケーションの悪

循環を絶つ 
３ 

３ 家族の対応 
～やる気を引出す会話 

臨床心理士 

保健師 

３ 

４ ひきこもりについて 医師 ３ 
５ 親が楽になるには 臨床心理士 ３ 

  実施回数－５回 参加人数－実４名・延１３名 
 

社会的ひきこもりの家族を想定して実施

したが、参加者４名中３名は不登校の親の参

加であった。しかし、対応方法の多くは共通

しており不登校の親にとっても有効であっ

た。また、不登校の親もこのような場を求め

ていることがわかった。 
   参加を重ねるたびに、家族の表情が明るく

なり子供も少しづつ変化がみられた。 
   不登校や引きこもりの対応に詳しい臨床

心理士に継続して参加してもらったことで、

円滑にプログラムを実施できた。保健師自身

の勉強にもなった。 
 

５ 普及啓発 
   関係機関及び一般住民を対象に「思春期・

青年期の引きこもりと対応」という内容で、

講演会を開催した。対応と理解について専門

的に学ぶことができた。 
 
 ６ 思春期・青年期心の健康支援ハンドブック

作成 
    中学生・高校生を対象に、こころの健康

について不調に気づいたら早く相談できる

ことを目的に心の病や相談機関について記

入されたハンドブックを１人１部わたるよ

うに配布した。 
 
Ⅴ おわりに 

今回の取り組みで、関係機関との連携の足が

かりはできた。特に学校では、心の健康問題の

対応に苦慮している状況があり、保健所が支援

できる部分については連携をとる努力を保健

所側から継続していくことが必要であると感

じた。 
また、保健所が思春期・青年期の心の健康に

ついて相談を行っていることを積極的にＰＲ

していくとともに、ひきこもり家族教室と心の

ケア教室を継続して実施していくことで、地域

での思春期・青年期の心のケアの相談支援体制

を更に整備していきたい。 
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